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１．概要（Summary） 

本課題では，固体高分子形燃料電池に用いる多孔質

電極における生成物質（液水）の輸送挙動と発電特性の

関係を明らかにするため，微細加工技術を応用したマイ

クロ流体デバイスの作製，評価を行った． 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

LED描画システム 

RF スパッタ成膜装置 

【実験方法】 

LED 描画システムを用いてクロムコートされたガラス基

板上にパターンを描画し，フォトマスクを作製した．また，

RF スパッタ成膜装置を用いてシリコン基板上に金薄膜を

形成した．研究室に持ち帰り，リフトオフにより金薄膜を除

去，パターニングを施し，ウェットエッチングによって溝形

状を作製した．作製したチップを用いて固体高分子形燃

料電池評価のためのマイクロ流体デバイスを構成した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

赤外顕微鏡を用いてマイクロパターンを裏面から観察

した結果を Figure 1 に示す．ガス供給流路として用いる

二本の溝の間にリブが形成され，その表面には集電層と

して用いる金の細線が設計通りに形成されている．そして，

裏面から内部の状態が観察可能であることが確認され

た． 

構成したマイクロ流体デバイスを用いて発電状態の固

体高分子形燃料電池電極の表面における液水挙動の観

察が実現できた． 

 

Figure 1. An infrared microscopic image of the 

fabricated micro fuel cell test chip. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

本研究の一部はJSPS科研費21H04540及びNEDO

（JPNP20003）の助成を受けて行われました．機器利用

にあたり，法澤特任助教，近田様を始め支援員の皆様か

ら多大なご支援を賜りましたことに謝意を表します． 
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